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夏休みが明け、子どもたちの元気な声が学校に戻ってきました。友達との再会を心から喜び、
たくさんの思い出を胸に日焼けした笑顔で登校する姿をうれしく思います。暑い中、登校班の班
長として下級生を優しく気遣いながら歩く上級生の姿が頼もしかったです。保護者の皆様におか
れましても、休み明けの準備など、ご協力をいただきありがとうございました。
この夏休みも大きな怪我や事故の報告なく、子どもたち一人ひとりが有意義な時間を過ごせた

ことを、大変うれしく思っております。これも、ご家庭での温かい見守りとご協力の賜物と、心
より感謝申し上げます。
さて、今日の夏休み明けの集会では、前期後半に向けて特に頑張ってほしいことを３つ、子ど

もたちに話しました。
一つ目は「元気なあいさつを人より先に自分からしよう」です。あいさつは、人と人との心を

つなぐ、一生の宝物です。「誰かに言われるのを待つのではなく、自分から先に」を合言葉に、気
持ちの良い挨拶を響かせていこうと伝えました。
二つ目は「勉強も生活も行事も、自分から進んでやろう」ということです。前期後半は 34日間

と短いですが、運動会や稲刈り、ドリームワールド制作、マラソン大会、なべっこなど、実りの
秋にふさわしい大切な行事が続きます。まずは学校生活のリズムをしっかり取り戻し、学習や係
活動といった自分の役割に責任をもって取り組むこと。そして、仲間と協力する行事では、準備
から本番まで力を合わせ、大きな達成感を得てほしいと願っています。
三つ目は「みんなで『いじめストッパーズ』になろう」ということです。仲間外れやからかい

など、いじめは絶対に許されないことを改めて確認しました。そして、もし周りで嫌な思いをし
ている友達がいたら、勇気を出して声をかけたり、大人に知らせたりする「いじめストッパーズ」
になろう、と呼びかけました。誰もが安心して過ごせる楽しい学校を創っていこうと話しました。
困ったときは、決して一人で抱え込まず、すぐに周りの大人に相談してほしいとも伝えました。
前期後半も、教職員一同、子どもたちの健やかな成長のために全力で取り組んでまいります。

今後も引き続き、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

今年の夏休みのプール開放は、１２日間を予定しておりましたが、危険な暑さや大雨などによ
る影響で、６日間のみの解放となりました。それでも毎回３０人以上が利用してくれました。顔
を水につけるのが苦手だった人も、頭まで潜れるようになったり、水中で前転や逆立ちを楽しん
だりと、水に親しんでいた子どもたちがたくさんいて、とてもうれしかったです。また、１２名
の保護者の皆様からプール監視のお手伝いをしていただきました。ありがとうございました。夏
休み明けも水泳授業を行い、２７日（水）には夏と遊ぼう集会（プールでの集会）を予定してお
ります。

２５日（月）から２７日（水）午前まで、夏休み作品展を開催します。
ご家族の皆様もご覧いただくことができますので、どうぞおいでください。ご覧になる際は、

職員室に声をかけていただいてから会場の視聴覚室でご覧ください。
なお、２７日は午前で終了とさせていただきます。

☆おめでとうございます 第６６回全県児童生徒席書大会大曲仙北大会（金賞）☆

金賞 １年 ○○○○ ○○○○ ○○○○
２年 ○○○○ ○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○ ○○○○
○○○○ ○○○○ ○○○○
○○○○

３年 ○○○○ ４年 ○○○○
５年 ○○○○ ６年 ○○○○

実りの秋へ 前期後半のスタートです！

楽しみだね 27日(水）夏と遊ぼう集会！

夏休み作品展開催中です！

がんばった席書大会 結果


